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アサヒグループホールディングス株式会社 

2026 年 12 月期第 2 四半期決算 決算説明会 説明概要② 

 

日時： 2026 年 8 月 17 日 (月) 13：00～14：30 

当社登壇者： 取締役 兼 執行役 Group Chief Financial Officer 﨑田 薫 

 

◆挨拶     

• 8 月 14 日には第１四半期決算と第２四半期決算を同時に開示いたしましたが、本日のご

説明は、第２四半期決算についてご説明させていただきます。 

 

• また、2026 年通期の業績予想については、今回は修正しておりませんので、7 月 8 日に

開示した年初計画を記載しています。 

 

• 尚、年初の計画に対して事業毎の進捗に強弱があり、また中東情勢に伴うコストアップリ

スクが 150 億円程度となる見込みです。 

 

• 但し、追加のコストアップについては、打ち返す方向で施策を積み上げている段階であり、

現時点では連結トータルで年初計画の達成を目指していく方針です。 

 

• 今後クロージングを迎える東アフリカ事業の影響も含め、通期の業績予想を変更する必要

が生じた場合は、できるだけ速やかに開示いたしますので、ご承知おきのほどよろしくお

願いします。 

 

◆決算ハイライト（売上収益・事業利益） （P11） 

• 上半期の売上収益につきましては、主にアジアパシフィックはオセアニア酒類を中心に増

収となりましたが、システム障害の影響を受けた日本・東アジアが減収となり、トータル

で前年比△0.6％の減収の 1 兆 4,640 億円となりました。 

 

• 上半期の業績予想は開示しておりませんが、計画比では、需要減少などにより欧州を中心

に想定を下回り、トータルで計画を下回る進捗となりました。 

 

事業利益につきましては、アジアパシフィックはほぼ前年並みとなりましたが、販売数量

の減少影響などにより、日本・東アジアと欧州が減益となり、トータルで前年比△8.5％の

減益の 1,114 億円となりました。 

 

• 計画比では、需要軟化により欧州とアジアパシフィックは想定を下回りましたが、コスト

の抑制により日本・東アジアが上回り、トータルでは計画を上回る進捗となりました。 
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• 尚、為替影響込みの実績や年間予想、各地域の為替影響額などについては、17 と 18 ペー

ジに掲載しておりますので、ご確認頂ければと思います。 

 

◆営業利益・当期利益 （P12） 

• 上半期の営業利益につきましては、アサヒビール博多工場の土地売却益や事業統合関連費

用の減少、また、昨年に発生した減損損失の反動などにより、前年比＋56.2％増益の 1,441

億円となりました。 

 

• 「親会社の所有者に帰属する中間利益」につきましては、金融費用や法人所得税費用が増

加しましたが、営業利益の増益により前年比＋68.8％増益の 991 億円となりました。尚、

減損損失等の一時的な特殊要因を控除した調整後中間利益では、前年比＋8.2％増益の730

億円となっております。 

 

◆BS・CF の概要 （P13） 

• バランスシートにつきましては、主に豪ドル高によるのれんの増加により、資産合計は前

期末比を 2,475 億円上回る、6 兆 2,759 億円となりました。 

 

• 金融債務は、昨年のシステム障害下で調達した短期性資金の返済を進めましたが、東アフ

リカ事業買収手続きを想定して、関連資金の借り入れを一部開始したことなどにより、前

期末比で 443 億円上回る、1 兆 6,885 億円となりました。 

 

• フリー・キャッシュ・フローについては、システム障害による昨年の一時的な減少の反動

や、工場の用地売却収入により前年比＋1,682 億円増加し、955 億円の創出となりました。 

• 配当については、中間では前年と同額の 1 株当たり 26 円としましたが、累進配当の方針

に基づき、年間では、先月発表した予想どおりの 5 円の増配を予定しております。 

 

◆日本・東アジア  （P14） 

• 上半期の売上収益は、買収効果を含めた食品に加えて、東アジアも増収となりましたが、

主にシステム障害の影響により酒類と飲料が減収となり、トータルで前年比△2.2%の減

収となりました。 

 

• 計画に対しては、食品や東アジアは想定を上回りましたが、酒類や飲料が想定を下回り、

トータルでは計画を若干下回る進捗となっております。 

 

• 事業利益は、価格改定などによるミックス改善に加え、固定費は減少しましたが、販売数

量の減少や変動費の増加により、トータルでは前年比△11.2％の減益となりました。 
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• 計画に対しては、販売数量、ミックス、変動費は想定を下回りましたが、広告販促費の投

入時期の変更や地域統括会社のコスト効率化などにより固定費全般を抑制し、トータルで

は計画を上回る進捗となりました。 

 

◆欧州  （P15） 

• 上半期の売上収益は、主にポーランドやルーマニアの需要減少の影響を受けましたが、プ

レミアム化による単価向上効果などにより、トータルでは前年並みとなりました。 

 

• 計画に対しては、想定以上にポーランドとルーマニアの需要が減少したことなどにより、

計画を下回る進捗となっております。 

 

• 事業利益は、ミックス改善や変動費の抑制を進めましたが、販売数量の減少や固定費等の

増加などにより、前年比△6.1％の減益となりました。 

 

• 計画に対しては、コスト全般の抑制を進めましたが、販売数量が想定を下回ったことなど

により、計画を下回る進捗となりました。 

 

◆アジアパシフィック  （P16） 

• 上半期の売上収益は、オセアニア飲料や東南・南アジアは減収となりましたが、オセアニ

ア酒類では、主に酒税改正に伴う仮需の発生により前年を上回り、トータルでは前年比＋

0.7％の増収となりました。 

 

• 計画に対しては、主にオセアニアの酒類・飲料ともに需要低迷が継続していることにより、

計画を若干下回る進捗となっております。 

 

• 事業利益は、各種製造効率の改善などにより変動費は減少しましたが、オセアニアのミッ

クス悪化や、固定費の増加などにより、前年比△0.2％とほぼ前年並みとなりました。 

 

• 計画に対しては、固定費等を抑制しましたが、ミックスが想定を下回ったことなどにより、

計画を下回る進捗となりました。 

 

◆最後に  

• 事業毎の進捗については強弱がございますが、中東情勢によるコストアップを打ち返す施

策を更に積み上げていくことで、グループ全体で年初計画の達成を目指していく方針です。 

 

以上 


